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転倒防止
器具

板などを
差し込む

心肺蘇生法の手順

耳元で呼びかけながら軽く肩を
叩き、反応の有無を確認します。
反応がなければ、助けを呼び、
119番通報とAEDの手配を依
頼します。

呼吸がある場合は、体を横向きに寝かせ、上の足のひ
ざとひじを軽く曲げ手前に出します。下あごを前に出し
て気道を確保し、救急車を待ちます。（回復体位）

小児・乳児の場合は、口と鼻を同時におおい、1秒かけ
て息を吹き込みます。
※口と口の人工呼吸がためらわれる場合、血液や嘔吐
物などにより感染危険がある場合などは、人工呼吸を
行わず、胸骨圧迫を続けます。

おおよそ6歳ぐらいま
では、小児用電極パット
を貼ります。小児用電極
パッドがなければ、成人
用の電極パットを代用
します。

乳児の場合は2本指で、
小児の場合は片手で、
胸の厚さの3分の1程度
沈むように押します。

気道を確保したまま、傷病者の鼻をつまみます。大きく口を開
けて傷病者の口をおおい、1秒かけてゆっくりと息を吹き込
みます。吹き込みながら胸が上がるのを確認します。
いったん口を離し、もう1回吹き込みます。

胸骨圧迫30回と人工呼吸2回を繰り返して行います。

胸と腹部の動きを見て、「普段どおりの呼吸」をしているか、10
秒以内で確認をします。

呼吸がない場合は、以下の手順で胸骨圧迫を行います。

AEDによる電気ショック（除細動）は、心停止の傷病者の救命に
大変有効な手段です。心肺蘇生法を行っている途中でAEDが
届いたら、AEDによる応急手当を優先させましょう。電源を入
れると音声メッセージとランプで実施すべきことを指示されま
すので、それに従ってください。

傷病者を平らな場所にあお向けに寝かせ、救助者はその横
わきに両ひざ立ちになります。
乳頭と乳頭を結んだ胸の真ん中に片方の手のひらの手首に
近い部分を当て、その上にもう一方の手のひらを重ねます。
ひざを伸ばし、胸全体が約5cm沈むように胸を押します。こ
の動作を1分間に100～120回のリズムで、絶え間なく30
回行います。
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出血している部分にガーゼやタオル
を当て、その上から手のひらで圧迫
します。（圧迫止血）
傷口は心臓より高い位置にします。
負傷者の手当てをする場合は感染を
防ぐため、できる限りビニール手袋
などを使用するのが好ましいです。
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流水で十分冷やします。（患部に直接
強い水圧がかからないように注意）
衣服の上からやけどをした場合は、無
理に脱がさずそのまま冷やします。
水ぶくれは破らないようにします。
冷やしたあとは、消毒ガーゼかきれい
な布で保護し、医療機関へ。
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折れた部分に添え木（副木）をあてて固定し、
医療機関へ。
適当な添え木がな
ければ、板、雑誌、
傘、ダンボールな
ど、身近にある
ものを代用し
ましょう。

1

2

1

2

＜人工呼吸の方法＞

応急手当
応急手当

1 4意識があるかを確認する

2 呼吸の有無を確認する

3 呼吸がなければ胸骨圧迫を行う

出血 やけど 骨折

胸骨圧迫の後、人工呼吸を2回行う

5 AEDが到着したら

不安定な屋根のアンテナの補強。
瓦のひび、割れ、ずれ、はがれがないか。
トタンのめくれ、はがれはないか。

鉢植えや物干し竿など
飛散の可能性が高いものは室内へ。

雨どいに落ち葉や砂が詰まっていないか。
継ぎ目の外れや塗装のはがれ、腐りはないか。
雨戸にガタツキやゆるみはないか。

モルタルの壁に亀裂はないか。
板壁に腐りや浮きはないか。
プロパンガスのボンベは固定されているか。

ひび割れ、窓枠のガタツキはないか。
強風による飛来物などに備え、飛散防止フィルムを
貼る、外側から板でふさぐなどの処置を。

側溝が詰まると、道路冠水や浸水の原因に
なります。
日頃からの清掃にご協力をお願いします。

チェーンと金具
を使って数箇所止
める。蛍光灯は蛍光
管の両端を耐熱テ
ープで止めておく。

本体にナイロンテー
プなどを巻きつけ、
取りつけた金具など
で固定する。脚には、
すべり止めをつける。

L字家具や支え棒
などで固定する。二
段重ねの場合はつな
ぎ目を金具でしっか
り連結しておく。

2ドアの場合は、
扉と扉の間に針金な
どを巻いて、金具で
壁に固定する。

L字家具などで固定し、棚板には
滑りにくい材質のシートやふきん
などを敷く。重い食器は下に、
軽い食器は上の方に置く。扉が
開かないように止め金具をつける。

できるだけ低い位
置に固定して置く（家
具の上はさける）。

家具と壁や柱の間に遊びがあると倒れやす
い。家具の下に小さな板などを差し込んで、
壁や柱によりかかるように固定する。また、
金具や固定器具を
使って転倒防止策
を万全に。

玄関などの出入口までの通路に、家具など倒れ
やすいものを置かない。また、玄関にいろいろ
ものを置くと、いざというときに、出入口をふさ
いでしまうことも。

大地震が発生した際には、多数の火災が発生し、多くの人が命や
財産を失っています。地震火災の原因の多くは電気が関連して
おり、電気機器等（電気ストーブ、電気コンロ等）の転倒による
出火や、電気復旧時における通電火災（破損した電気コードの
ショートによる出火等）があります。このような電気火災を防ぐ
ため、感震ブレーカー※等を設置しましょう。

※感震ブレーカーとは、あらか
じめ設定した震度以上の地震が
発生した場合に、自動的に電気の
供給を遮断しますので、電気に
よる出火防止に効果的です。

就寝中に地震に襲われると危険。
子どもやお年寄り、病人などは
逃げ遅れる可能性があります。

部屋がいくつもある場合は、人の出入りが少ない
部屋に家具をまとめて置く。無理な場合は、少し
でも安全なスペースができるよう配置換えする。

わが家の防災対策
家の中の安全対策

家具の転倒、落下を防ぐポイント

家の周囲の安全対策

タンス・本棚

雨どい・雨戸

外　壁

側　溝

屋　根

ベランダ

窓ガラス

食器棚 照明

冷蔵庫 テレビ ピアノ

1 家の中に逃げ場としての
安全な空間をつくる 2 寝室、子供やお年寄りのいる

部屋には家具を置かない

3 家具の転倒を防ぐ 4 安全に避難するため、
出入口や通路にものを
置かない

5 電気火災発生の防止


